い っぴき 

真夏の 宿場 は 空虚であった。 ただ 眼の 大きな 一 疋の 

うまや すみ くも 

蠅 だけ は、 薄暗い 厩の 隅の 蜘蛛の巣に ひっかか ると、 

あとあし しばら 

後肢で 網 を 跳ねつつ 暫く ぶらぶらと 揺れて いた。 と、 

豆の ように ぼたり と 落ちた。 そうして、 1 糞の 重みに 

斜めに 突き 立って いる 藁の 端から、 裸体に された 馬の 

背中まで 逢い 上った。 

二 



あまじし 

眼の 大きな かの 一 疋の蠅 は 馬の 腰の 余 肉の 匂いの 中 

から 飛び立った。 そうして、 車体の 屋根の 上に とまり 

[ いのち 

直る と、 今 さきに、 漸く 蜘蛛の 網から その 生命 をと り 

戻した 身体 を 休めて、 馬車と 一緒に 揺れて いった。 

馬車 は 炎天の 下 を 走り 通した。 そうして 並木 をぬ け、 

あずきば たけ あまば たけ 

長く 続いた 小豆 畑の 横 を 通り、 亜麻 畑と 桑畑の 間 を 揺 

れつつ 森の 中へ 割り込む と、 緑色の 森 は、 漸く 溜った 

馬の 額の 汗に 映って 逆さまに 揺らめいた。 

十 



底本 ： 「日輪 • 春 は 馬車に 乗って 他 八篇」 岩波 文庫、 

岩波 書店 

1981 (昭和が) 年 8 月 n 日 第 ー 刷 発行 

1997 (平成 9) 年 5 月^日 第^ 刷 発行 

入力 " 大野 普 

校正 ： 瀬戸 さえ子 

1999 年 7 月 9 日 公開 

2 003 年^ 月^日 彦正 

青空 文庫 作成 ファイル " 

この ファイル は、 インタ ー ネットの 図書館、 青空 文庫 

(http://www.aozora.gr.jp/) で 作られました。 入力、 



